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は
じ
め
に 

 

私
の
住
む
東
京
都
は
、
６
月
に
「
梅
雨
入
り
し
た
と
思
わ
れ

る
」
と
気
象
庁
が
発
表
し
た
と
思
っ
た
ら
、
連
日
、
猛
暑
が
続
き
、

真
夏
日
が
10
日
間
を
超
え
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
ら

し
い
四
季
は
薄
れ
、
「
春
」
と
「
秋
」
は
非
常
に
短
く
、
夏
場
と

冬
場
が
長
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、
地
球
上
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
地
球
環
境
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
温
暖
化
現
象
は
、
北
極

や
南
極
の
氷
が
解
け
て
、
海
面
上
昇
で
小
さ
な
島
々
が
水
没
す
る

な
ど
様
々
な
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

 

近
年
地
球
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
や
森
林
火
災
、
洪
水
、
干
ば

つ
な
ど
か
つ
て
な
い
よ
う
な
自
然
災
害
が
世
界
各
地
で
起
き
て
い

ま
す
。 

気
温
の
上
昇
は
１
９
５
０
年
以
降
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま 

      

の
状
態
で
は
２
１
０
０
年
ま
で
に
１
８
５
０
～
１
９
０
０
年
を
基

準
と
し
て
３
・
３
～
５
・
７
度
気
温
が
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
気
温
の
上
昇
が
続
く
と
、
現
在
よ
り
も
さ
ら
に
深
刻
な
自

然
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
然
災
害
は
、
国

土
の
消
失
や
食
糧
不
足
、
健
康
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
経
済

活
動
や
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。 

 

「
京
都
議
定
書
」
の
後
継
、「
パ
リ
協
定
」
結
ば
れ
る 

 

２
０
１
５
年
11
月
30
日
～
12
月
13
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21)

で
は
、
新
た
な
法
的
枠
組
み
と
な
る
「
パ

リ
協
定
」
を
含
む
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
リ
協
定
は
、
「
京
都
議
定
書
」
の
後
継
と
な
る
も
の
で
、
２

０
２
０
年
以
降
の
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
で

す
。 



 - 6 - 

             

こ
の
パ
リ
協
定
の
発
効
に
は
55
ヵ
国
以
上
が
批
准
し
、
そ
の

排
出
量
が
世
界
の
温
暖
化 

ガ
ス
排
出
量
の
55
％
に
達
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
択
の
翌
年
２
０
１
６
年
10
月
５
日
に
こ

の
条
件
を
満
た
し
、
同
年
11
月
４
日
に
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
京

都
議
定
書
で
は
一
部
の
先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
が
限

ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
パ
リ
協
定
で
は
世
界
各
国
が
新
た

な
枠
組
み
に
対
す
る
約
束
草
案
を
国
際
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務

局
に
提
出
し
て
お
り
、
先
進
国
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
の
国
に
お

い
て
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
が
共
同
声
明 

 

世
界
の
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
見
る
と
１
位
が
中
国
、

２
位
が
ア
メ
リ
カ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
こ
の
二
国
は
、
気

候
変
動
へ
の
国
際
的
な
取
り
組
み
に
関
し
て
は
非
協
力
的
な
態
度

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
11
月
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下

で
ア
メ
リ
カ
は
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０

２
１
年
１
月
に
バ
イ
デ
ン
政
権
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
２
０
３
５

年
に
電
力
部
門
の
脱
炭
素
化
の
達
成
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。
中
国
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
増
加
は
２
０
３
０
年
ま
で
は
や
む
を
得

な
い
と
い
う
立
場
で
し
た
が
、
２
０
６
０
年
ま
で
に
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
社
会
を
達
成
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
２
０
２
１
年
11
月
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
中

国
は
今
後
10
年
間
の
気
候
変
動
対
策
に
対
す
る
協
力
を
強
化
す

る
と
共
同
声
明
を
出
し
ま
し
た
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
ト
ッ
プ
の

両
国
が
脱
炭
素
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
で
、

他
の
国
々
に
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
動
き
が
広
が

り
、
多
く
の
国
や
地
域
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。 
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日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
遍
歴 

 
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
は
、
第
１
次
計
画
が
２
０
０
３
年

10
月
に
、
第
２
次
計
画
が
07
年
７
月
に
、
第
３
次
計
画
が
10
年

６
月
に
、
第
４
次
計
画
が
14
年
４
月
に
、
第
５
次
計
画
が
18
年

７
月
に
、
第
６
次
計
画
が
21
年
10
月
と
、
約
３
年
ご
と
に
計
画

が
見
直
し
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

見
直
し
の
内
容
は
、
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
左
図
が
示
す
よ

う
に
、「
安
全
性
」
を
土
台
に
、「
安
定
供
給
」「
経
済
効
率
化
」 

             

「
環
境
適
合
性
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
数
値
目
標
を
定
め
て
き

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
２
０
１
１
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
を
契
機
に
、
原
発
の
安
全
神
話
は
崩
れ
、
そ
の
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
「
安
全
性
」
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

22
年
経
産
省 

新
た
な
「
基
本
計
画
」
を
発
表 

 
 

経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
22
年
１
月
14
日
付
で
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す 

日
本
の
新
た

な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
第
六
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
①
世
界
的
に
加
速
し
て
い
る
気
候
変
動

へ
の
対
応
、
②
21
年
４
月
に
表
明
さ
れ
た
「
30
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
46
％
削
減
（
13
年
度
比
）
、
さ
ら
に
50
％
削
減
の

高
み
を
目
指
す
、
と
い
う
削
減
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。 

こ
の
基
本
計
画
は
、
２
つ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
、
１
．
東
京
電

力
福
島
原
子
力
事
故
後
の
10
年
の
歩
み
、
２
．
２
０
５
０
年
に

向
け
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
課
題
と
対
応
、

３
．
２
０
５
０
年
を
見
据
え
た
２
０
３
０
年
に
向
け
た
政
策
対
応
、

の
３
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
が
一
番
興
味
を
持
ち
強
調
し
た
い
の
は
、
最
初
の
パ
ー
ト

で
す
。
冒
頭
に
、
「
今
年
、
我
が
国
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
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子
力
発
電
所
事
故
を
含
む
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
経
験
、
反
省
と
教
訓

を
肝
に
銘
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
出
発
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
の
原
点
と
な
っ
て

い
る
。」（
略
）「
そ
の
上
で
今
後
の
原
子
力
を
活
用
し
続
け
る
上

で
は
、
『
安
全
神
話
』
に
陥
っ
て
悲
惨
な
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
を
一
時
た
り
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。」（
略
）「
原
子
力
に
つ
い
て
は
安
全
を
最
優
先
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
図
る
中
で
、
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度

を
低
減
す
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

  

Ｇ
７
で
初
、
ド
イ
ツ
23
年
に
最
後
の
原
子
炉
停
止 

  

ド
イ
ツ
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
影
響
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
大
き
く
変
え
て
、
事
故
か
ら
４
ヵ
月
後
の
11
年
７
月
８

日
に
、
全
て
の
原
発
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
律
を
議
会
で
可
決
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
約
40
年
以
上
も
前
か
ら
「
原
発
リ
ス
ク

と
市
民
の
不
安
が
高
か
っ
た
」
こ
と
と
、
環
境
保
護
派
が
「
脱
原

子
力
を
掲
げ
」
政
党
結
成
、
次
第
に
支
持
率
を
高
め
、
98
年
に

メ
ン
ケ
ル
連
立
政
権
に
加
わ
り
脱
原
発
を
実
現
し
ま
し
た
。 

 

「
電
力
価
格
安
定
の
た
め
に
原
発
は
必
要
」
「
原
発
を
止
め
れ

ば
石
炭
火
力
が
増
え
る
」
な
ど
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
再
エ
ネ
が
伸
び
、
電
力
消
費
は
減
少
、
化
石
燃
料
発
電
も
大

き
く
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

  

第
７
次
基
本
計
画
、
原
子
力
２
割
へ 

  

今
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、

世
界
の
脱
原
発
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
は
逆
行
し
、
火

力
は
22
年
72
・
６
％
を
40
年
に
３
～
４
割
程
度
と
半
減
で
す
が
、

原
子
力
は
22
年
５
・
６
％
を
40
年
に
２
割
程
度
と
３
～
４
倍
に

増
加
さ
せ
、
再
エ
ネ
は
22
年
21
・
８
％
を
40
年
に
４
～
５
割
程

度
と
倍
増
予
定
で
す
。 

 

こ
の
大
き
な
転
換
は
、
①
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
、
②
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
の
進
展
に
伴
う
電
力
需
要

増
加
、
③
各
国
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
野
心
的
な

目
標
を
維
持
し
つ
つ
も
、
多
様
か
つ
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拡

大
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
造
転
換
を
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
の
産
業
政
策
が
強

化
さ
れ
て
い
る
と
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
た
、
と
し
て
い
ま
す
。 

 

で
も
、
こ
れ
は
詭
弁
で
あ
り
、
「
原
理
力
ム
ラ
」
と
い
わ
れ
る

資
本
の
巻
き
返
し
に
石
破
自
公
政
権
は
従
い
、
世
界
と
逆
行
し

「
原
発
回
帰
」
し
た
と
考
え
る
。 

 
 
 

（
は
が 

よ
し
み
） 


